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概要 

本研究は，美しさの知覚，畏敬の念，意味⽣成の観点
から，芸術鑑賞においてどのような感動が触発−創造
的活動への⾼い動機づけ−を引き起こすのかを検討し
た．その結果，絵画に対する畏敬の念や意味⽣成から⽣
じる感動が触発を促すこと，また，畏敬の念や意味⽣成
の効果を統制した場合に絵画の美しさは触発と関わら
ないことが新たに⽰された． 
 
キーワード：触発，創造性，芸術鑑賞，感動，意味⽣成，
畏敬の念 

1. 問題と目的 

美術館の展⽰，流⾏りの映画等，他者の創造的作品を
⾒た後で，新たなアイディアが思いつきそれを実現し
たくなった経験や⾃分⾃⾝も何か新しいものを作りた
くなった経験はないか？このような動機づけは触発
(inspiration)と呼ばれ [1]，近年⼼理学や認知科学分野
で注⽬を集めているテーマの⼀つである[2]．近年の研
究より，とりわけ美的に感動する絵画の鑑賞が触発を
促すことが⽰されている [3]．しかし，美的感動を喚起
する要因は作品の美醜などの知覚的処理から作品の意
味や作者の創作意図など意味的処理まで様々であり 
[4]，どのような鑑賞プロセスが感動を通して触発を引
き起こすのかは知られていない．本研究では，感動と関
連すると考えられる [4, 5]，美しさの知覚，畏敬の念と
意味⽣成に焦点を当て，これらが感動，そして触発を引
き起こすのかどうかを検討した． 

意味⽣成‒作品の意味や作者の意図を⾒出す意味的
処理‒は芸術鑑賞による触発を促進する [6, 7]．例えば，
絵画を鑑賞中に作品の意味や作者の創作意図を推測す
る個⼈ほど，絵画を鑑賞中に触発を得やすい [6]．また，
芸術鑑賞中に他者の創作過程の推測や評価をする傾向
のある個⼈ほど，⽇常⽣活の中でより⾼い頻度や強度
の触発を得ている [7]．意味を深く⾒出すことのできる
絵画が美的感動を引き起こすことを考慮して [4]，意味

⽣成による感動が触発を引き起こすと仮説⽴てた．ま
た，これまでの研究が，美しさの知覚よりも意味⽣成の
⽅が触発に重要な役割を担っていることを⽰唆してい
る．芸術鑑賞において知覚的情報や感情評価よりも意
味的処理を重視する熟達者の⽅が [8]，初⼼者と⽐較し
て触発を得やすい [2, 7]．これらの知⾒を踏まえ，意味
深さ同様に美しさも美的感動を引き起こす要因である
が [4, 5]，作品の美しさによる感動というよりも意味⽣
成による感動が触発を促すと仮説⽴てた． 

他の研究では，畏敬の念が触発と正の関連すること
が⽰されている [9]．畏敬の念は既存の認知的枠組みを
超越するような知覚的あるいは⽐喩的に広⼤な刺激に
対して⽣じる感情反応であり [10]，しばしば芸術作品
により喚起される [11]．畏敬の念を喚起する⾳楽が楽
しさを喚起する⾳楽よりも触発を促進することも⽰さ
れている [9]．畏敬の念が美的感動と正に関連すること
を考慮して [5]，畏敬の念が感動を通して触発を引き起
こすと仮説⽴てる． 

本研究では，鑑賞プロセスに伴う美しさの知覚，畏敬
の念，意味⽣成に着眼し，これらが感動を通して触発を
促進するのかを検討した．芸術鑑賞による触発を測定
するために，創造的筆記課題を修正し⽤いた [3]．この
課題では，参加者は絵画を鑑賞した後に，絵画に対して
短い創造的な物語を執筆し，執筆後に執筆中に触発を
感じた程度を報告することが求められる．そのため，⾮
芸術専攻の⼈々においても実際の創造的活動への動機
づけを直接的に検討することができる．意味⽣成と触
発との関連を検討した先⾏研究は [6, 7]，課題と無関連
な触発を測定していた．本研究では，感動と課題関連の
触発の観点から，触発の⼼理学的機序に関する理解の
拡張を図る．上記の議論を踏まえて，絵画鑑賞時の知覚
された美しさの程度ではなく畏敬の念や意味⽣成の程
度が美的感動を正に予測し，転じて創造的執筆課題に
おける触発を正に予測すると仮説⽴てた(仮説 1)． 
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また，作品の意味や作者の創作意図を推測する鑑賞，
ならびに作品の美しさの印象を評価する鑑賞の⼆つの
鑑賞態度をそれぞれ教⽰により導⼊することにより，
意味⽣成の鑑賞プロセスを重視するマインドセットが
感動および触発に及ぼす影響についても検討した．意
味推測の教⽰が美しさ評価の教⽰よりも感動，転じて
触発を促すと仮説⽴てた(仮説 2)． 

2. 方法 

参加者 京都⼤学の⼤学⽣・⼤学院⽣ 34名が参加し
た．サンプルサイズは，対応のある t 検定で中程度の効
果量(Cohenʼs d = 0.50)を有意⽔準α = .05，検定⼒β 
= .80で検出するために必要とされる 34名とした．実
験課題の教⽰を無視した 1名を除いて，33名(mean age 
= 21.48, SD = 2.28，⼥性 14名，男性 19名)のデータを
分析対象とした．この研究は京都⼤学⼤学院教育学研
究科の研究倫理審査委員会の承認を得て実施された． 
材料 先⾏研究を参考に [3]，まず，オンライン美術

館，THE NATIONAL GALLERYから 64枚の絵画の画
像を選定，予備実験を⾏い以下の 8 枚を実験刺激とし
て選定した(表 1)． 

表1．実験の刺激一覧 

 
手続き 全ての⼿続きは実験室で実施された．まず
参加者は年齢，性別等に回答した後，創造的執筆課題に
取り組んだ [3]．まず，参加者は，“作者の意図や作品
の意味を推測しながら鑑賞して下さい”(意味推測条件)
あるいは“作品が美しいかどうか，作品の印象のみを判
断しながら鑑賞して下さい”(美しさ評価条件)のいずれ
かの教⽰を 10 秒間呈⽰された後に，絵画を 30 秒間呈
⽰され鑑賞する．その後，絵画に対して別々の短い創造
的物語を執筆することが求められる．参加者は，絵画か
ら思いつくことはどのようなことでも書いて構わない
こと，ただし単に絵画それ⾃体の説明や絵画に対する
⾃分の意⾒や感想を書くことはやめるように教⽰され
た．また，執筆の制限時間は 300 秒間で残り時間は画
⾯上に表⽰されており，時間内に物語を書き終えるこ

とを意識するよう教⽰された．執筆後，執筆中にインス
ピレーションを感じた程度，鑑賞中に絵画に感動，美し
さ，畏敬の念，作品の意味を感じた程度をそれぞれスラ
イダーバーで 0(全く感じなかった)から 100(⾮常に感
じた)で評定することが求められた(図 1 参照)．なお，
参加者にはインスピレーションという⾔葉の定義とし
て，インスピレーションには創造的な⽂章を書きたい
という強い欲求が含まれ，インスピレーションがない
ということには書くことを躊躇ったり，気が進まなか
ったりすることが含まれるという旨の教⽰を⾏った．
⼀連の⼿続きはブロックデザインで実施され，ある条
件で 4試⾏取り組んだ後，もう⼀⽅の条件で 4試⾏に
取り組んだ．刺激の順序はランダム化され，教⽰の順序
はカウンターバランスされた．なお，課題において，呈
⽰される絵画に対して別々の物語を書くという教⽰に
も関わらず，⼀続きの物語を執筆した参加者 1 名を分
析対象から除外した． 

 
図1．実験手続きの概要 

3. 結果 

各条件における美しさ，畏敬の念，意味⽣成の程度と
触発と感動の程度との関連を検討するために，条件ご
とに相関分析を⾏なった(図 2)．その結果，意味推測条
件と美しさ評価条件において，意味⽣成が触発と感動
と正に相関した．⼀⽅で，美しさと畏敬の念は，意味推
測条件では触発と感動と正に相関したが，美しさ評価
条件では相関しなかった．また，他の変数の効果を統制
した効果を検討するために，条件ごとに偏相関分析を
⾏なった(図 3)．その結果，意味推測条件と美しさ評価
条件において，美しさと畏敬の念の効果を統制しても，
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意味⽣成が触発と感動と正に相関した．また，美しさと
意味⽣成の効果を統制しても，意味推測条件において
は畏敬の念が触発と感動と正に相関した．⼀⽅で，畏敬
の念と意味⽣成の効果を統制すると，両条件において
美しさは触発と感動と相関しなかった． 
表2．意味推測条件(下三角)と美しさ評価条件(上三

角)での各変数間の相関係数と95%信頼区間 

 
表3．各条件での変数間の偏相関係数と95%信頼区間 

 
 さらに，意味⽣成と畏敬の念が感動を通して触発に
及ぼす影響を検討するため，ブートストラップ法(N = 
10,000)を⽤いて媒介分析を実施した(図 4)．その結果，
意味推測条件と美しさ評価条件において，意味⽣成が
感動を正に予測し(意味推測条件: b = 0.48, p = .001, 
95%CI [0.18, 0.77]; 美しさ評価条件: b = 0.52, p = .006, 
95%CI[0.07, 0.81])，転じて触発を正に予測した(意味推
測条件: b = 0.43, p < .001, 95%CI [0.23, 0.59]; 美しさ評
価条件: b = 0.74, p = .001, 95%CI[0.33, 1.22])．また，
間接効果も統計的に有意であった(意味推測条件: b = 
0.21, p = .006, 95%CI [0.06, 0.36]; 美しさ評価条件: b = 
0.38, p = .05, 95%CI [0.04, 0.79])．意味推測条件におい
てのみ，畏敬の念が感動を正に予測し(b = 0.61, p < .001, 
95%CI [0.30, 0.93])，転じて触発を正に予測した(b = 
0.73, p < .001, 95%CI [0.41, 1.01])．間接効果も統計的に
有意であった(b = 0.45, p = .002, 95%CI [0.17, 0.74])． 

また，鑑賞態度に関する教⽰の効果を検討するため
に，触発と感動の程度の平均値に対して，対応のある t 
検定を実施した．その結果，条件間で統計的に有意な差
は確認されなかった(図 2; 触発: t (32) = 0.16, p = .87; 
感動: t (32) = 0.60, p = .55)．探索的に，教⽰が美しさ，
畏敬の念，意味⽣成の程度に対して及ぼす影響を検討

するため，対応のある t 検定を実施した．その結果，い
ずれの変数に関しても条件間で統計的有意差は確認さ
れなかった(|t|s ≤ .60, ps ≥ .55)． 

 
図2．媒介分析の結果 

 

表4．各条件での各変数の平均値と標準偏差，および

各変数の条件間差 

 

4. 考察 

本研究では，感動を通して触発を促す芸術鑑賞プロ
セスを解明することを⽬的に実験室実験を⾏った． 

実験の結果，芸術鑑賞時の感動が続く創造的執筆に
おける触発と正に相関し，⽇本⼈サンプルにおいても
先⾏研究 [3] の結果を再現するとともに，本研究によ
り，鑑賞中の構えに関わらず，意味⽣成が感動を介して
触発を正に予測することが新たに⽰された．また，美し
さの知覚は意味推測条件でのみ触発と正に関連し，意
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味⽣成や畏敬の念の効果を統制した場合にはどちらの
条件でも触発と関連しなかった．これらのことは，美し
さの知覚による感動よりも，作者の意図や作品の意味
を⾒出す事による感動が創造的活動を動機づけること
を⽰唆しており，仮説 1 を⽀持している．また，本研
究の結果は，美的感動がこれまで課題無関連の触発研
究で⽰されてきた [6, 7] 意味を推測する鑑賞態度と触
発との関連を説明する可能性を新たに⽰唆する． 

意味推測条件でのみ畏敬の念もまた感動を正に予測
し，転じて触発を正に予測した．これらの結果は，畏敬
の念が感動や触発と正に関連することと部分的に符合
する [5, 9]．畏敬の念は既存の認知的枠組みを超越する
刺激に対して⽣じる感情反応であり [10]，これらの結
果は，作品の意味や創作意図に関して既存のスキーマ
の更新を必要とする鑑賞経験が感動を引き起こし，転
じて，更新されたスキーマを表現するよう創造的活動
への動機づけを⾼めることを⽰唆するかもしれない．
また，従来，畏敬の念と触発はともに創造性とも正に関
連することが⽰されているが [9, 12]，本研究の知⾒は
芸術作品により喚起される畏敬の念が触発を通して創
造性を⾼める可能性を新たに⽰すものである． 

なお，教⽰により美しさを評価する鑑賞態度と意味
を推測する鑑賞態度を実験的に操作することを試み，
教⽰の効果を検討したが，教⽰が触発，感動，美しさの
知覚，意味⽣成，畏敬の念に影響を及ぼすことを⽰唆す
る結果は得られず，仮説 2 は⽀持されなかった．これ
らの結果は少なくとも30秒間の鑑賞時間では教⽰の効
果がないことを⽰唆する．なお，本実験における鑑賞時
間は，⼀般的に⼈々が美術館で⼀つの芸術作品を鑑賞
する時間が 20 秒から 30 秒程度であるという知⾒に基
づいていたが [13]，近年，作品の鑑賞時間の⻑さが作
品の⾦銭的価値や作者のスキルの⾼い評価につながる
ことが⽰されており [14]，鑑賞時間は美的経験におけ
る重要な要因であると⽰唆されている．今後はより⻑
い或いは⾃⾝のペースでの鑑賞において鑑賞態度の教
⽰が触発に及ぼす影響を検討する必要がある． 

5. 結論 

本研究は，芸術鑑賞において，畏敬の念と意味⽣成が
感動を喚起し，転じて創造的執筆における触発を引き
起こすことを明らかにした．本研究の結果は，美しさ，
畏敬の念，意味⽣成の観点から，芸術鑑賞による触発の
⼼理学的機序の理解を深める． 
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